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Abstract 
The Present wri ter made the gen巴ralinvestigations on the histrical changes of the aesthetics， the 
mechanics and the disasters of bridges， and he discuss巴dand stated in ful on some problems in the develop 































































































更に水都ペニスの運河に架けられた SanGiobbe， Rialto (1592)の両橋は，それぞ、れの特徴を
有し，その形から見ても周囲の建築との釣合いも保たれ，誠に優美な橋であるし，同じペニス


























































































世界最長支聞の橋梁は，アメリカの GoldenGate橋 (1937)よりアメリカの Verrazano





















































































































































橋梁の歴史的変遷とその発達動向について (4) 649 
プラントル，フエツフ。ル，バッハ，ナ夕、、イ，ソコロフスキー，マイネス，ヤコブセン，マイラ-
























































東京，破壊道路橋数:675 震害 2.7% 火害:50.4% 


























































































































































































































































































のギリシア Corinthの地震， 1037年-1038年支那を襲ったもの， 1057年同じく支那に起った地
震， 1158年の小アジア地震， 1183年のシリア地震， 1268年の小アジア地震， 1303年の支那の
地震， 1556年同じく支那を襲ったもの， 1622年， 1654年いずれも支那を襲ったもの， 1667年
カウカサスを襲ったもの， 1668年支那に起きた地震と小アジアを襲ったものなどがある。また
1693年， 1716年ともイタリーを襲った地震， 1727年ペルシヤに起きた地震， 1737年のカムチ
ヤッカ地震， 1733年-1739年に支那を襲ったもの， 1746年ペルーに起きた地震， 1751年のチ
リ地震， 1755年のペルシヤ地震， 1755年のリスボン地震なども著名である。更に 1783年のイ
タリ一地震， 1797年のエクワルド地震とベェネズェラ地震， 1812年のベェネズェラ・コロンビ
ア地震， 1822年の小アジア地震とチリ地震， 1837年のシリア地震， 1850年の支那を襲ったもの
などがある。また 1853年のペルシヤ地震， 1868年のボリビヤと北チリの地震， 1868年のコロ
ンビア・エクアドルの地震， 1875年のコロンビア・エクアドルの地震， 1906年の北カリフォル




































































その後， Brooklyn橋， Golden Ga te橋， San Francisco-Oakland Bay橋などの巨大な補剛ト
ラス吊橋が完成し，吊橋の対風安定性については，一応問題はなくなったと考えられたが， 1939 
年と 1940年に，米国において補剛トラスの代りにプレートガーダーを用いた大径間吊橋が2橋





















































































たが，その後Muller-Breslau，Joseph Melan氏等の弾性理論解析へ進展し， Broohlyn Bridgeを
初め数多くの吊橋の設計に輝かしい成果をあげた。しかし， 20世紀に入り，支間 200m以上の
吊橋では変形量が大きくなり，弾性理論の不適当なことが指摘され， Angustus Jay Dubois， 
(39) 
662 中村作太郎
Josef Melan両氏の提唱したたわみ理論 (Deflectiontheory)が登場し， L. S. Moisseiff氏の採
用により ManhattanBridgeの設計に応用された。アメリカでは，Golden Gate Bridgeのほか数
橋この理論により設計され，世界各国の吊橋の設計に利用されている。








A. G. Pugsley氏の示した FlexibilityCoefficients Methodは膜理論否定への最初の試みで
あり，その後D.M. Brotton， G. Arnold両氏の提示した分配マトリックス法 (Distribution
Matrix Method) も収触の悪さのためあまり用いられず， T. J. Poskitt 氏は Newton~Rappson
の反復法を採用した。また S.S. Tezcan氏は分配マトリックスに対し本質的批判を行ない，大













されており， Spillers， Fenves， Withum，成岡昌夫，遠田良喜等の諸氏の貢献がある。また後者
については， Wagner， Benscoter， Heilig， Vlasov等の諸氏の流儀により立体トラス構造を等価














られた St.Nazaire~S t. Sr色Tlnln橋で， 1975年に架設されている。










































































写真一1 原始時代の自然美(竹の橋) 写真一2 中国の風情美(中世の石造アーチ，楓橋)






















1 )鷹部屋福平:橋の美学， 1 -96 (1942)，アルス社.
2 )鷹部屋福平:世界橋梁写真設計図説， 1-188 (1931)，正興館.
3 )成瀬勝武:橋， 1 -205 (1941)，河出書房.
4 )大野練:大野橋梁汎論， 142-162 (1932)，淀屋書庖.
5 )来島 武，成瀬泰雄:世界の橋， 1 -265 (1968)，森北出版.
6 )日本道路協会:橋の美， 1 -1l0 (1977)，丸善k.k.
7 )中村良夫:土木空間の造形， 1 -159 (1967)，技報堂.
667 
8 )小柳武和，篠原修，田村幸久，中村良夫，樋口忠彦:土木工学大系 13 景観論， 1 -333 (1977)，彰国社.
9 )竹内敏雄:塔と橋， 1 -182 (1977)，弘文堂.
10)成瀬勝武:弾性橋梁， 96-98 (1953)， コロナ社.
l)鷹部福平:構造力学 1，9 -55 (1955)，彰国社.
12) S. Pテイモシエンコ著，最上武雄監訳，川口昌宏訳:材料力学史， 1 -415 (1974)，鹿島出版会.
13)成岡昌夫:構造力学要論， 1 -24 (1974)丸善k.k.
14)防災ハンドブ、ソク編集委員会:防災ハンドブック， 1 -955 (1964)，技報堂.
15)亀井幸次郎:災害の構造学， 1-136 (1969)，理工図書.







23)小西一郎編:鋼橋設計編 1， 1 -772 (1975)，丸善k.k.
24)小西三郎編:鋼橋設計編I，1 -1，601 (1976)，丸善k.k.
25)横道英雄 コンクリート橋， 1 -646 (1962)，技報堂.
26)横道英雄:鉄筋コンクリート橋， 1 -469 (1952)，技報堂.
27)川田忠樹:長径間吊橋の理論と計算， 1 -204 (1969)，橋梁編纂会.
28)伊藤鉱ー，成岡昌夫:橋梁と基礎， 5 -12， 39-44 (1971)，建設図書.
(45) 
